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五葉山頂上部の日枝神社前から黒岩を望む

皮事節海東
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私
は
住
田
町
の
有
住
中
学

校
在
勤
中
､
七
回
の
五
葉
山

全
校
登
山
を
体
験
し
て
い

る
｡
有
住
中
学
校
｢
沿
革
史
｣

に

よ

る

と

　

-

1
､
昭
和
五
十
九
年
七
月

二
十
五
日
､
赤
坂
峠
登
山
口

(
晴
)二
､
六
十
年
七
月
三
日
､

赤
坂
峠
(
晴
)

三
､
六
十
1
年
七
月
二
十

一
日
､
桧
山
登
山
口
(
晴
)

四
､
六
十
二
年
五
月
二
十

八
日
､
桧
山
(
竜
､
雨
､
風
､

霧
)
五
､
六
十
三
年
六
月
三
十

d
'
桧
山

六
､
平
成
元
年
七
月
七

日
､
桧
山
(
快
晴
)

七
､
二
年
七
月
六
日
､
桧

山

と
あ
る
｡

八
五
)
五
葉
山
軌
登
頂
､
感

無
量
事
を
握
り
合
う
姿
､
そ

ち
こ
ち
1
初
体
験
の
感
慨

は
格
別
な
も
の
が
あ
る
の
で

あ
ろ
う
｡
そ
ち
ら
こ
ち
ら
疋

談
笑
の
輪
が
広
が
る
｡
五
十

九
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力

に
応
じ
て
A
､
B
､
･
C
の
三

班
に
分
け
､
十
五
分
ず
つ
の

ハ
ン
デ
ィ
を
つ
け
て
出
発
さ

せ
た
｡(
莱
)
洋
々
た
る
起
伏
の

草
原
､
洋
々
た
る
遠
望
の
海

原
､
ま
ぶ
し
き
絶
景
-
-

｢
晴
れ
｣
の
日
の
山
頂
に
は

｢
観
る
｣
べ
き
も
の
が
多
い
｡

適
期
に
目
に
す
る
の
は
難
し

い
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
群
落
｡
そ

し
て
､
長
い
長
い
年
月
の
自

然
の
営
み
が
生
ん
だ
原
生
林

の
ト
ン
ネ
ル
｡
永
遠
に
朽
ち

る
こ
と
の
な
い
こ
と
を
願

う
｡
素
晴
ら
し
い
オ
ブ
ジ
ェ

群
が
あ
る
｡
.

入
山
)
ぎ
ん
ぎ
ん
降
り
､
電

降
り
風
激
し
､
難
凌
ぎ
､
瞬

時
の
晴
れ
間
に
塵
飼
(
ひ
る

げ
)
を
急
ぐ
-
六
十
二
年

五
月
二
十
八
日
｡
初
め
て
の

桧
山
コ
ー
ス
な
の
で
､
紺
野

撰
さ
ん
と
紺
野
寿
実
さ
ん
を

て
く
れ
た
の
で
あ
る
｡

ど
っ
と
歓
声
が
上
が
っ

た
｡
束
の
間
の
晴
天
を
善

び
､
急
い
で
昼
食
を
す
ま

せ
､
雨
中
の
下
山
と
な
っ

た
｡
下
山
時
刻
の
遅
れ
を
気
､

遣
っ
て
､
紺
野
富
雄
さ
ん
が

帰
路
の
林
道
ま
で
登
っ
て
来

て
く
れ
た
｡

な
ん
と
も
有
難
く
､
せ
､
つ

た
｡
八
校
)
紅
顔
と
笑
顔
の
少

年
少
女
な
り
､
欣
喜
雀
躍

(
き
ん
き
じ
ゃ
く
や
く
)
也

頂
に
立
つ
l
平
成
元
年
七

月
七
日
､
学
校
日
誌
に
｢
快

晴
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
｡
七

回
に
一
度
の
巡
り
合
わ
せ
で

あ
る
.
0(
塗
)
解
き
放
つ
男
子
生

徒
の
出
番
な
り
､
孝
駄
天
走

浄
土
庭
園
と
称
え
卜
戦
後

の
杉
の
植
林
ブ
ー
ム
で
､
広

葉
樹
林
は
里
山
か
ら
姿
を
消

し
て
い
る
｡
深
山
で
見
る
初

夏
の
新
緑
は
絶
品
で
あ
る
｡

手
前
勝
手
に
｢
浄
土
庭
園
｣

と
呼
び
名
を
つ
け
て
､
ひ
と

り
悦
に
入
っ
た
こ
と
で
あ
っ

た
｡
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
で
き

な
い
思
い
出
を
持
つ
こ
と
は

良
い
こ
と
で
あ
る
｡
思
い
出

と
と
も
に
心
温
か
い
人
と
人

と
の
秤
が
想
い
起
こ
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
?

【
執
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
】
一
九
三
一
年
生
ま
れ
､

住
田
町
上
有
住
雇
僅
｡
.
公
立

中
学
校
教
員
を
在
年
退
職

後
､
町
バ
レ
ー
畢
ト
ル
協
会

長
､
町
体
協
会
長
､
上
有
住

小
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

委
会
長
､
同
地
区
公
民
館
長

を
歴
任
.
現
在
､
同
地
区
サ

ン
･
ヨ
ブ
･
ト
ー
ク
の
会
会

長
､
同
地
区
伝
統
的
生
活
技

術
を
伝
え
る
会
事
務
局
､
音

声
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
り
ぽ
ん

会
員
｡

有
住
中
の
五
葉
山
全
校
登
山

摘
V
払
c
n

玉
野
色
好

ガ
イ
ド
に
お
願
い
し
､
男
生

徒
と
女
生
徒
に
四
十
分
の
ハ

ン
デ
ィ
を
つ
け
て
出
発
し

た
｡
林
道
か
ら
登
山
道
に
入
っ

て
間
も
な
く
竜
に
襲
わ
れ
､

激
し
い
雨
と
風
の
中
を
突
き

進
ん
だ
｡
黒
岩
付
近
は
小
降

り
の
状
態
が
続
き
､
頂
上
近

く
に
な
っ
て
晴
れ
間
が
見
え

始
め
､
｣
天
雲
を
か
き
散
ら

し
､
な
ん
と
晴
天
が
､
私
た

ち
を
頂
上
地
点
に
迎
え
入
れ

住
田
町
上
有
住
　
佐

か
く
の
無
線
装
置
の
電
源
を

切
っ
て
い
た
こ
と
を
深
く
貯

託
,
?
し
た
｡
午
後
六
時
ご
ろ

帰
校
o
父
母
の
方
々
が
迎
え

に
来
て
V
.
れ
て
い
た
｡
翌
日

心
配
し
た
欠
席
者
は
ゼ
ロ
で

は
つ
と
し
た
｡

(
.
全
)
全
校
生
百
五
十
四

名
､
落
伍
な
く
登
頂
喜
び
､

快
挙
寿
(
こ
と
は
)
ぐ
-

七
回
に
一
度
の
快
挙
で
あ

る
｡
四
回
目
の
時
に
は
熊
谷

薫
教
頭
先
生
が
落
伍
し
た
生

熊
　
　
位
ー

り
で
頂
上
目
指
す
十
｣
1
出
発

時
闇
に
男
女
差
(
四
十
分
)

を
つ
け
､
女
生
徒
の
先
頭
に

は
頑
強
で
ペ
ー
ス
配
分
が
確

か
な
佐
々
木
正
人
先
生
を
配

置
し
て
､
男
生
徒
の
〟
制
御
″

に
当
た
っ
て
も
ら
っ
た
｡
行

程
の
三
分
の
一
地
点
の
｢
水

呑
み
場
｣
で
休
憩
を
と
り
､

そ
の
後
に
男
子
生
徒
を
〟
解

放
〃
す
る
こ
と
に
し
た
｡

(
山
)
暫
次
足
留
め
見
惚

れ
居
扮
､
新
緑
の
ブ
ナ
林
を


